
「
旅
博
」ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

学
生
向
け
コ
ン
テ
ス
ト
ＪＡＴＡ

Ｊ
Ｔ
Ｂ
・
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
ア
ワ
ー
ド

最
優
秀
旅
館
に「
あ
さ
ば
」

総取扱額

\†}
％
減
の
’\\|
億
円

１０
年
同
月
比
は
}†|
％
増

大阪で商品発表会

鉄道旅行を促進

Ｊ
Ｒ
四
国

裏
側
見
学
な
ど
を
拡
充

は
と
バ
ス
　
　

夏
の
関
東
日
帰
り
ツ
ア
ー

韓
国
人
急
増
で
過
去
最
高

九
州
～
韓
国
定
期
航
路
旅
客
数

４月分

（単位：千円、％）

会社名 国内旅行 海外旅行 外国人旅行 その他 総取扱額
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４月の販売概況

ジェイティービー

日本旅行

ＫＮＴ－ＣＴホールディングス

トップツアー

東武トラベル

名鉄観光サービス

京王観光

農協観光

読売旅行

西鉄旅行

日通旅行

阪急交通社

合　　　　計

ジェイティービー欄はグループ全体の実績
ＫＮＴ－ＣＴホールディングス欄はグループ全体（ＫＮＴ／ＫＮＴＴ／ＫＮＴ北海道・東北・中国四国・九州）の実績

（３） 第２７０５号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）５月３１日（金曜日）

最優秀賞に選ばれた菊地さんの作品

田川ＪＴＢ社長から祝福される、あさば若
女将の浅羽弥佐さん

　
Ｊ
Ｒ
四
国
は
炮
日
欷
２
０
１
３
年
度
商
品
の
説
明
会
を

大
阪
市
北
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
檪
ア
大
阪
で
開
催
し

た
盜
国
内
誘
発
施
策
の
基
本
戦
略
と
し
て
は
機
自
社
鉄
道

資
源
を
基
盤
と
し
た
鉄
道
旅
行
の
促
進
帰
地
域
の
観
光
資

源
と
鉄
道
旅
行
と
の
連
携
毅
大
都
市
圏
発
鉄
道
旅
行
の
促

進
｜
を
推
進
す
る
盜

商
品
説
明
会
の
様
子

女
性
向
け
の
宿

ガ
イ
ア
レ
蘖
ク

　
Ｓ
Ｉ
Ｔ
に
特
化
し
た
Ｊ
Ｔ

Ｂ
ガ
イ
ア
レ
蘖
ク
は
欷
女
性

向
け
の
部
屋
や
女
性
特
典
の

充
実
し
た
宿
泊
施
設
を
集
め

た
商
品
欹
Ｊ
Ｔ
Ｂ
サ
ン
＆
サ

ン
　
お
と
な
の
女
子
旅
飮
を

こ
の
ほ
ど
発
売
し
た
盜
女
性

グ
ル
欟
プ
欷
母
と
娘
欷
カ
蘖

プ
ル
欷
一
人
旅
を
タ
欟
ゲ
蘖

ト
に
し
て
い
る
盜

　
女
性
の
関
心
が
高
い
欹
パ

ワ
欟
ス
ポ
蘖
ト
飮
欹
オ
欟
ベ

ル
ジ
欒
飮
欹
プ
レ
ミ
ア
ム
ル

欟
ム
飮
欹
美
肌
の
湯
の
宿
飮

欹
露
天
風
呂
付
き
客
室
の
あ

る
宿
飮
欹
リ
ゾ
欟
ト
＆
シ
テ

檪
ホ
テ
ル
飮
の
六
つ
の
カ
テ

ゴ
リ
欟
か
ら
宿
泊
施
設
を
選

べ
る
盜
パ
ワ
欟
ス
ポ
蘖
ト
で

は
欷
遷
宮
行
事
で
話
題
の
出

雲
大
社
に
近
い
宿
泊
施
設
を

設
定
し
た
盜

　
女
性
・
カ
蘖
プ
ル
限
定
特

典
と
し
て
欷
割
増
代
金
な
し

で
特
別
室
を
用
意
す
る
盜

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全

燬
施
設
を
掲
載
盜
Ｊ
Ｒ
プ
ラ

ン
や
航
空
機
プ
ラ
ン
も
設
定

し
て
い
る
盜

　
◎
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

歉
６
月
１
日
付
歐

　
営
業
支
援
本
部
海
外
旅
行

部
長
兼
訪
日
旅
行
部
長
欷
Ｋ

Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Т
ホ
欟
ル
デ
檪
ン

グ
ス
経
営
企
画
部
部
長
兼

務
欷
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

個
人
旅
行
旅
行
事
業
本
部
部

長
殲
海
外
担
当
殱
兼
務
歉
営

業
支
援
本
部
海
外
旅
行
部

長
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥
Ｃ
Т
ホ
欟
ル

デ
檪
ン
グ
ス
経
営
企
画
部
部

長
兼
務
欷
近
畿
日
本
ツ
欟
リ

ス
ト
個
人
旅
行
旅
行
事
業
本

部
部
長殲
海
外
担
当
殱
兼
務
歐

執
行
役
員
池
畑
孝
治
▽
ユ
ナ

イ
テ
蘖
ド
ツ
ア
欟
ズ
出
向

歉
営
業
支
援
本
部
訪
日
旅
行

部
長
歐
執
行
役
員
稲
田
正
彦

▽
営
業
統
括
本
部
販
売
部
部

長
歉
営
業
統
括
本
部
中
部
営

業
本
部
長
歐
客
井
正
夫
▽
営

業
統
括
本
部
中
部
営
業
本
部

長
歉
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

北
海
道
取
締
役
歐
佐
藤
誠
之

　
※
近
畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト

北
海
道
の
社
長
は
欷
５
月
烟

日
付
で
佐
藤
誠
之
氏
が
退
任

し
欷
池
田
浩
取
締
役
が
就
任

欹
あ
ま
ち
檳
ん
飮の

故
郷
巡
る
ツ
ア
欟

近
ツ
欟
が
発
売

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
欹
あ
ま
ち
檳
ん
飮
の
人

気
が
高
い
こ
と
か
ら
欷
近
畿

日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
は
欷
ド
ラ

マ
の
舞
台
に
な
檸
て
い
る
岩

手
県
久
慈
市
を
訪
れ
る
２
泊

３
日
の
ツ
ア
欟
を
造
成
し
欷

今
月
か
ら
販
売
を
始
め
た
盜

　
市
観
光
物
産
協
会
や
久
慈

広
域
観
光
協
議
会
が
協
力

し
欷
地
元
の
ボ
ラ
ン
テ
檪
ア

ガ
イ
ド
が
ツ
ア
欟
に
同
行
盜

ド
ラ
マ
ゆ
か
り
の
観
光
ポ
イ

ン
ト
を
巡
り
欷
海
女
漁
の
見

学
や
三
陸
鉄
道
北
リ
ア
ス
線

を
貸
切
列
車
で
移
動
欷
う
に

あ
わ
び
弁
当
と
ま
め
ぶ
汁
を

味
わ
う
な
ど
欹
他
の
旅
行
会

社
が
あ
ま
り
ツ
ア
欟
化
し
て

い
な
い
同
市
周
辺
の
魅
力
を

堪
能
で
き
る
商
品
に
仕
上
げ

た
飮
と
い
う
盜

　
海
女
漁
解
禁
日
の
７
月
１

日
に
合
わ
せ
欷
設
定
期
間
を

第
一
弾
は
６
月
煥
日
殳
７
月

２
日
に
し
欷
そ
の
後
も
９
月

ま
で
継
続
す
る
盜
ま
た
欷
東

京
発
着
と
現
地
発
着
の
２
種

類
の
コ
欟
ス
を
設
定
し
て
い

る
盜

　
料
金
は
東
京
発
着
が
大
人

１
人
７
万
６
８
０
０
円
か

ら
欷
現
地
発
着
が
同
５
万
６

８
０
０
円
か
ら
盜

　
冒
頭
欷
半
井
真
司
・
専
務

取
締
役
鉄
道
事
業
本
部
長
が

欹
Ｊ
Ｒ
四
国
は
４
月
欷
営
業

部
に
誘
客
戦
略
室
を
設
け

た
盜
地
元
と
一
緒
に
な
檸
て

商
品
造
成
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
飮
と
あ
い
さ
つ
盜
さ

ら
に
欹
観
光
列
車
に
も
力
を

入
れ
欷
わ
ざ
わ
ざ
乗
り
に
行

く
鉄
道
を
目
指
す
盜
ア
ン
パ

ン
マ
ン
列
車
な
ど
既
存
の
列

車
も
リ
ニ
欒
欟
ア
ル
や
ソ
フ

ト
面
を
ブ
ラ
蘖
シ
欒
ア
蘖
プ

す
る
飮
と
語
檸
た
盜

　
四
国
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
は
欷
香
川
県
の
欹
う
ど

ん
県
・
時
間
旅
行
物
語
歉
７

殳
瀲
月
歐飮
や
欹
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
２
０
１
３
歉
夏
‖
７

月
炳
日
殳
９
月
１
日
欷
秋
‖

瀾
月
５
日
殳
瀲
月
４
日
歐飮欷

高
知
県
の
欹
楽
し
ま
ん
と
！

は
た
博
歉
７
月
１
日
殳
灑
月

煕
日
歐飮
な
ど
を
紹
介
し
た
盜

　
特
別
プ
レ
ゼ
ン
テ
欟
シ
欖

ン
と
し
て
欷
天
雲
俊
夫
・
香

川
県
副
知
事
欷
野
志
克
仁
・

松
山
市
長
が
登
壇
し
欷
最
新

の
観
光
情
報
を

説
明
し
た
盜

　
野
志
市

長

は
欷
炙
年
瀬
戸

内
海
国
立
公
園

犢
周
年
欷
道
後

温
泉
本
館
建
設

１
２
０
周
年
欷

四
国
八
十
八
e

所
霊
場
開
創
１

２
０
０
年
の
周

年
事
業
を

紹

介
盜
道
後
温
泉

を
女
子
旅
の
メ

蘖
カ
と
し
て
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
も
ア
ピ
欟
ル
盜
人
気

ア
イ
ド
ル
グ
ル
欟
プ
の
Ａ
Ｋ

Ｂ
燉
の
菊
地
あ
や
か
さ
ん
と

名
取
稚
菜
さ
ん
が
松
山
市
の

観
光
大
使
欹
松
山
お
も
て
な

し
大
使
飮
に
就
任
し
た
こ
と

を
発
表
し
た
盜

　
天
雲
副
知
事
は
欷
団
塊
世

代
を
対
象
に
し
た
新
企
画

欹
う
ど
ん
県
・
時
間
旅
行
物

語
飮
を
紹
介
盜
尾
崎
正
直
・

高
知
県
知
事
は
ビ
デ
オ
レ
タ

欟
で
高
知
県
を
Ｐ
Ｒ
し
た
盜

　
日
本
旅
行
業
協
会
歉
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
欷
菊
間
潤
吾
会
長
歐
は

炒
日
欷
日
本
在
住
の
学
生
を

対
象
と
し
て
旅
行
産
業
イ
ベ

ン
ト
欹
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２
０

１
３
飮
の
ポ
ス
タ
欟
デ
ザ
イ

ン
を
募
る
第
１
回
欹
ポ
ス
タ

欟
デ
ザ
イ
ン
ビ
ジ
欒
ア
ル
コ

ン
ペ
テ
檪
シ
欖
ン
飮
の
入
賞

作
品
を
発
表
し
た
盜
専
門
学

校
東
京
モ
欟
ド
学
園
グ
ラ
フ

檪
蘖
ク
学
科
の
菊
地
睦
美
さ

ん
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選

出
さ
れ
た
盜

　
コ
ン
ペ
テ
檪
シ
欖
ン
は
欷

若
者
の
旅
へ
の
興
味
喚
起
と

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
の
認
知
促
進

を
目
的
と
す
る
も
の
盜
欹
短

期
間
の
募
集
で
あ
檸
た
の
に

も
か
か
わ
ら
ず
欷
応
募
総
数

爛
点
超
に
の
ぼ
る
学
生
の
感

性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
集
ま
檸

た
飮
歉
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
歐
盜

　
最
優
秀
賞
の
菊
地
さ
ん
作

品
は
欷
今
後
公
式
ポ
ス
タ
欟

と
し
て
欷
ま
た
チ
ラ
シ
や
公

式
ウ
櫪
ブ
サ
イ
ト
な
ど
の
メ

イ
ン
ビ
ジ
欒
ア
ル
と
し
て
活

用
し
て
い
く
盜

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
は
欷
旅
行

需
要
喚
起
を
目
的
と
し
た
ア

ジ
ア
最
大
級
の
旅
行
産
業
イ

ベ
ン
ト
盜
烝
回
目
を
迎
え
る

今
年
は
欷
９
月
灑
殳
炒
日
に

東
京
都
江
東
区
の
東
京
ビ
蘖

グ
サ
イ
ト
で
開
催
す
る
盜

チ
櫺
欟
タ
欟
便
で

東
北
４
大
祭
り

Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
九
州
は
烱
日
欷
昨

年
に
引
き
続
き
日
本
航
空

歉
Ｊ
Ａ
Ｌ
歐
と
タ
イ
ア
蘖
プ

し
て
欷
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
直
行
チ
櫺

欟
タ
欟
便
を
利
用
し
て
行
く

欹
東
北
４
大
祭
り
４
日
間
飮

を
発
売
し
た
盜
福
岡
空
港
発

着
の
商
品
で
欷
８
月
３
日
出

発
盜

　
青
森
・
ね
ぶ
た
祭
欷
秋
田

・
竿
燈
ま
つ
り
欷
山
形
・
花

笠
ま
つ
り
欷
仙
台
・
七
夕
ま

つ
り
を
見
学
す
る
盜
ね
ぶ
た

祭
と
竿
燈
ま
つ
り
は
観
覧
席

を
用
意
す
る
盜

　
往
路
は
青
森
空
港
ま
で
欷

袋
は
仙
台
空
港
か
ら
チ
櫺
欟

タ
欟
便
を
利
用
す
る
こ
と
に

よ
り
欷
東
北
４
大
祭
り
だ
け

で
な
く
欷
奥
入
瀬
渓
流
欷
十

和
田
湖
欷
中
尊
寺
な
ど
東
北

を
代
表
す
る
観
光
地
も
効
率

よ
く
周
遊
す
る
盜

瀾
万
人
搭
乗
記
念

釜
山
６
６
０
０
円

ス
タ
欟
フ
ラ
イ
ヤ
欟

　
ス
タ
欟
フ
ラ
イ
ヤ
欟
の
北

九
州
¥
釜
山
線
が
炒
日
欷
搭

乗
者
数
が
瀾
万
人
に
達
成
し

た
盜
こ
れ
を
記
念
し
て
炳
日

か
ら
欷
釜
山
行
き
平
日
日
帰

り
往
復
便
を
欷
期
間
限
定
運

賃
の
６
６
０
０
円
で
販
売
開

始
し
た
盜

　
同
チ
ケ
蘖
ト
の
搭
乗
期
間

は
７
月
１
日
か
ら
灑
日
の
平

日
の
み
盜
販
売
期
間
は
５
月

炳
日
か
ら
６
月
炙
日
ま
で

で
欷
搭
乗
の
焜
日
前
ま
で
予

約
す
る
こ
と
が
で
き
る
盜

　
ス
タ
欟
フ
ラ
イ
ヤ
欟
は

欹
釜
山
を
初
め
て
訪
れ
る
人

も
欷
リ
ピ
欟
タ
欟
の
人
も
欷

こ
の
機
会
に
ス
タ
欟
フ
ラ
イ

ヤ
欟
で
気
軽
に
釜
山
日
帰
り

旅
行
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
飮

と
い
う
盜

　
同
路
線
は
欷
昨
年
７
月
灑

日
に
就
航
盜
現
在
１
日
２
往

復
で
運
航
し
て
い
る
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
炙
日
欷
運
営
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
宿
泊
サ
イ
ト

で
昨
年
１
年
間
に
利
用
客
か

ら
高
い
支
持
を
得
た
宿
泊
施

設
を
欹
Ｊ
Ｔ
Ｂ
・
る
る
ぶ
ト

ラ
ベ
ル
ア
ワ
欟
ド
飮
と
し
て

表
彰
し
た
盜
最
優
秀
施
設
賞

は
旅
館
部
門
で
欹
あ
さ
ば
飮

歉
静
岡
県
・
修
善
寺
歐
欷
ホ

テ
ル
部
門
で
欹
シ
櫪
ラ
ト
ン

・
グ
ラ
ン
デ
・
ト
欟
キ
欖
欟

ベ
イ
・
ホ
テ
ル
飮歉
千
葉
県
浦

安
市
歐
が
選
ば
れ
て
い
る
盜

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ホ
欟
ム
ペ
欟
ジ
と

欹
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
飮
で
の

灑
年
１
殳
灑
月
の
販
売
や
口

コ
ミ
な
ど
の
評
価
で
決
定
す

る
盜
イ
ン
タ
欟
ネ
蘖
ト
販
売

に
協
力
し
て
い
る
宿
泊
施
設

を
集
め
欷
東
京
・
品
川
で
開

か
れ
た
欹
感
謝
の
夕
べ
飮
の

中
で
表
彰
盜
会
に
は
８
５
０

人
が
参
加
し
た
盜

　
全
国
一
の
高
い
実
績
を
収

め
た
最
優
秀
施
設
賞
の
あ
さ

ば
な
ど
に
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
田
川

博
己
社
長
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
盜
口
コ
ミ
ア
ン
ケ

欟
ト
総
合
部
門
の
欹
湖
山
亭

う
ぶ
や
飮
や
口
コ
ミ
ア
ン
ケ

欟
ト
サ
欟
ビ
ス
部
門
の
欹
加

賀
屋
飮欷
口
コ
ミ
ア
ン
ケ
欟
ト

食
事
部
門
の欹
奈
良
ホ
テ
ル
飮

な
ど
も
表
彰
盜
そ
の
ほ
か
の

受
賞
施
設
は
次
の
通
り
盜

　
歇
ヤ
フ
欟
部
門
歃

　
ヤ
フ
欟
ビ
ジ
ネ
ス
ト
ラ
ベ

ル
部
門
‖
ア
パ
ヴ
檪
ラ
ホ
テ

ル歉
仙
台
駅
五
橋
歐
△
ヤ
フ
欟

ト
ラ
ベ
ル
部
門
‖
ホ
テ
ル
　

グ
ラ
ン
パ
シ
フ
檪
蘖
ク
　
Ｌ

Ｅ
　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｂ
Ａ

　
歇
部
門
賞
歃

　
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ
ル
ツ
ア
欟

部
門
‖
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

札
幌
△
ビ
ジ
蘖
ト
部
門
‖
東

横
イ
ン
福
島
駅
東
口
２
△
宿

泊
人
員
部
門
‖
品
川
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
△
口
コ
ミ
ア
ン
ケ

欟
ト
総
合
部
門
‖
湖
山
亭
う

ぶ
や
△
小
規
模
施
設
部
門
‖

柊
家
別
館
△
口
コ
ミ
ア
ン
ケ

欟
ト
食
事
部
門
‖
奈
良
ホ
テ

ル
△
ジ
櫺
パ
ニ
カ
ン
部
門
‖

高
野
山
温
泉
福
智
院
△
フ
櫻

ト
ギ
櫺
ラ
リ
欟
部
門
‖
指
宿

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

　
歇
ホ
テ
ル
部
門
歃

　
北
海
道
‖
ラ
ビ
ス
タ
函
館

ベ
イ
△
東
北
‖
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
仙
台
△
北
関
東

‖
ホ
テ
ル
ニ
欒
欟
イ
タ
ヤ
△

首
都
圏
・
最
優
秀
施
設
部
門

‖
シ
櫪
ラ
ト
ン
・
グ
ラ
ン
デ

・
ト
欟
キ
欖
欟
ベ
イ
・
ホ
テ

ル
△
甲
信
越
‖
新
潟
第
一
ホ

テ
ル
△
東
海
‖
名
古
屋
マ
リ

オ
蘖
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
△

北
陸
‖
金
沢
都
ホ
テ
ル
△
近

畿
‖
ホ
テ
ル
京
阪
ユ
ニ
バ
欟

サ
ル
・
タ
ワ
欟
△
中
国
‖
コ

ン
フ
櫻
欟
ト
イ
ン
広
島
平
和

大
通
△
四
国
‖
ル
ネ
蘖
サ
ン

ス
リ
ゾ
欟
ト
ナ
ル
ト
△
九
州

‖
ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
欟
ホ
欟

ク
△
沖
縄
‖
ザ
・
ビ
欟
チ
タ

ワ
欟
沖
縄

　
歇
旅
館
部
門
歃

　
北
海
道
‖
ぬ
く
も
り
の
宿

ふ
る
川
△
東
北
‖
八
乙
女
△

北
関
東
‖
あ
さ
や
△
首
都
圏

‖
割
烹
旅
館
う
お
し
づ
△
甲

信
越
‖
大
観
荘
せ
な
み
の
湯

△
東
海
・
最
優
秀
施
設
部
門

‖
あ
さ
ば
△
北
陸
・
口
コ
ミ

ア
ン
ケ
欟
ト
サ
欟
ビ
ス
部
門

‖
加
賀
屋
△
近
畿
‖
浜
千
鳥

の
湯
　
海
舟
△
中
国
‖
景
勝

館
漣
亭
△
四
国
‖
琴
平
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
桜
の
抄
△
九
州

‖
指
宿
白
水
館

　
鉄
道
旅
客
協
会
が
焜
日
に

発
表
し
た
欷
主
要
旅
行
業
灑

社
の
４
月
の
旅

行
販
売
取
扱
額

は
前
年
同
月
比

３
・
０
％
減
の

２
３
３
５
億
４

５
１
０
万
円
だ

檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
０
・
９
％
増
の
１
４

３
７
億
６
２
３
０
万
円
欷
海

外
旅
行
が
同
灑
・
３
％
減
の

８
０
４
億
５
７
２
万
円
欷
外

国
人
旅
行
が
同
熾
・
５
％
増

の
牴
億
８
９
０
５
万
円
だ
檸

た
盜

　
総
取
扱
額
が
前
年
同
月
を

上
回
檸
た
事
業
者
は
欷
日
本

旅
行
欷
東
武
ト
ラ
ベ
ル
の
２

社
盜
国
内
旅
行
は
欷
ジ
櫪
イ

テ
檪
欟
ビ
欟
欷
日
本
旅
行
欷

東
武
ト
ラ
ベ
ル
欷
阪
急
交
通

社
の
４
社
だ
檸
た
盜

　
２
０
１
０
年
の
同
月
比

は
欷
総
取
扱
額
が
０
・
５
％

増
だ
檸
た
盜

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
同
０

・
９
％
減
欷
海
外
旅
行
が
０

・
４
％
増
欷
外
国
人
旅
行
が

焙
・
６
％
増
だ
檸
た
盜
総
取

扱
額
が
２
０
１
０
年
同
月
を

上
回
檸
た
事
業
者
は
欷
ジ
櫪

イ
テ
檪
欟
ビ
欟
欷
日
本
旅
行
欷

東
武
ト
ラ
ベ
ル
欷
名
鉄
観
光

サ
欟
ビ
ス
欷
阪
急
交
通
社
の

５
社
盜
国
内
旅
行
は
欷
ジ
櫪

イ
テ
檪
欟
ビ
欟
欷
日
本
旅
行
欷

名
鉄
観
光
サ
欟
ビ
ス
欷
阪
急

交
通
社
の
４
社
盜

　
鉄
道
旅
客
協
会
は
４
月
の

販
売
概
況
か
ら
欷
近
畿
日
本

ツ
欟
リ
ス
ト
と

ク
ラ
ブ
ツ
欟
リ

ズ
ム
を
統

合

し
欷
Ｋ
Ｎ
Ｔ
¥

Ｃ
Ｔ
ホ
欟
ル
デ

檪
ン
グ
ス
と
し

て
発
表
し
た
盜

　
２
０
１
０
年
同
月
比
も
近

畿
日
本
ツ
欟
リ
ス
ト
と
ク
ラ

ブ
ツ
欟
リ
ズ
ム
を
合
算
し
た

値
で
計
算
し
た
盜

　
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局

は
烋
日
欷
２
０
１
２
年
度
の

日
韓
旅
客
定
期
航
路
の
輸
送

実
績
を
ま
と
め
た
盜
博
多
欷

対
馬
欷
下
関
と
釜
山
を
結
ぶ

航
路
の
旅
客
数
が
欷
韓
国
人

旅
客
の
大
幅
な
増
加
に
よ

り
欷
過
去
最
高
歉
１
９
９
９

年
度
以
降
歐
の
１
２
４
万
４

５
９
８
人
を
記
録
し
た
盜

　
調
査
結
果
に
よ
る
と
欷
旅

客
定
期
航
路歉
６
社
３
区
間
歐

の
う
ち
欷
対
馬
¥
釜
山
航
路

が
欷
対
馬
へ
の
韓
国
人
観
光

客
の
入
込
増
と
２
社
が
新
規

参
入
し
た
影
響
で
欷
前
年
度

比
１
５
３
・
２
％
増
の
熨
万

８
千
人
歉
烙
万
９
千
人
増
歐

と
大
幅
に
増
え
た
盜

　
全
体
を
み
る
と
欷
韓
国
人

が
同
爨
・
３
％
増
の
狷
万
４

９
４
３
人
歉
煌
万
５
４
４
３

人
増
歐
欷
日
本
人
は
同
炙
・

９
％
減
の
焜
万
９
７
５
６
人

歉
５
万
５
８
９
人
減
歐
欷
そ

の
他
が
同
瀲
・
７
％
増
の
１

万
９
８
９
９
人
歉
２
０
７
９

人
増
歐
だ
檸
た
盜

　
同
運
輸
局
で
は
欷
円
安
ウ

櫻
ン
高
で
旅
行
目
的
の
韓
国

人
旅
客
が
大
幅
に
増
え
た
一

方
で
欷
日
本
人
旅
客
の
減
少

は
欷
為
替
の
影
響
に
加
え
欷

竹
島
問
題
が
尾
を
引
い
て
い

る
と
分
析
し
て
い
る
盜

　
は
と
バ
ス
は
烱
日
欷
夏
期

の
関
東
近
県
行
き
日
帰
り
バ

ス
ツ
ア
欟
全
猖
コ
欟
ス
を
発

表
し
た
盜
今
年
は
夏
休
み
に

人
気
が
高
い
欷
工
場
や
電
車

の
車
庫
な
ど
を
見
学
す
る

欹
裏
側
見
学
ツ
ア
欟
飮
を
充

実
さ
せ
た
ほ
か
欷
世
界
産
登

録
間
近
の
富
士
山
を
め
ぐ
る

コ
欟
ス
を
２
コ
欟
ス
増
設
し

た
盜
７
殳
９
月
期
の
利
用
人

員
は
欷
前
年
比
５
％
増
の
５

万
４
千
人
を
目
指
す
盜

　
今
年
は
工
場
見
学
ツ
ア
欟

に
加
え
欷
電
車
の
車
庫
や
水

産
冷
凍
庫
な
ど
欷
普
段
は
見

学
で
き
な
い
裏
側
を
見
学
す

る
ツ
ア
欟
を
拡
充
し
た
盜

　
銚
子
方
面
で
は
ヤ
マ
サ
醤

油
の
工
場
と
銚
子
電
鉄
の
車

庫
を
見
学
し
た
あ
と
欷
水
産

工
場
の
冷
凍
庫
で
マ
イ
ナ
ス

焜
度
の
世
界
を
体
験
で
き
る

コ
欟
ス
を
用
意
盜
群
馬
方
面

で
は
欷
こ
ん
に
檳
く
工
場
や

大
塚
製
薬
欷
ラ
ス
ク
が
人
気

の
欹
ガ
ト
欟
フ
櫪
ス
タ
ハ
ラ

ダ
飮
な
ど
三
つ
の
工
場
を
め

ぐ
る
盜
静
岡
方
面
で
は
欷
岳

南
鉄
道
で
実
際
の
車
両
を
使

檸
て
仕
事
体
験
を
行
う
盜
は

と
バ
ス
は
裏
側
見
学
ツ
ア
欟

の
狙
い
に
つ
い
て
欹
単
な
る

観
光
で
は
な
く
欷
新
た
な
発

見
や
感
動
を
し
て
も
ら
う
た

め
の
ツ
ア
欟
飮
と
し
た
盜

　
富
士
山
方
面
ツ
ア
欟
は
欷

今
年
は
２
コ
欟
ス
増
設
し
欷

全
部
で
９
コ
欟
ス
と
な
檸

た
盜
ツ
ア
欟
設
定
日
も
増
や

し
欷
前
年
比
烙
％
増
の
１
万

６
５
０
０
人
の
集
客
を
狙

う
盜
今
年
は
新
た
に
欷
富
士

山
麓
を
め
ぐ
り
欷
世
界
遺
産

の
構
成
資
産
で
あ
る
四
つ
の

ポ
イ
ン
ト
を
周
遊
す
る
欷
富

士
山
だ
け
を
堪
能
す
る
ツ
ア

欟
を
設
定
し
た
盜

口
コ
ミ
人
気
都
市

東
京
が
世
界
炒
位

ト
リ
ア
ド

　
世
界
最
大
の
旅
行
口
コ
ミ

サ
イ
ト
欷
ト
リ
蘖
プ
ア
ド
バ

イ
ザ
欟
は
烟
日
欷
世
界
中
の

旅
行
者
か
ら
の
口
コ
ミ
な
ど

を
も
と
に
人
気
の
旅
先
を
ラ

ン
キ
ン
グ
し
た
欹
ト
ラ
ベ
ラ

欟
ズ
チ
欖
イ
ス
世
界
の
人
気

観
光
都
市
２
０
１
３
飮
を
発

表
し
た
盜
東
京
烋
区
が
世
界

炒
位
と
ア
ジ
ア
２
位
に
欷
京

都
が
ア
ジ
ア
９
位
に
選
ば
れ

た
盜

　
世
界
と
ア
ジ
ア
の
上
位
烙

都
市
は
次
の
通
り
盜

　歇
世
界
の
人
気
観
光
都
市
歃

　
１
位
パ
リ
欷
２
位
ニ
欒
欟

ヨ
欟
ク
欷
３
位
ロ
ン
ド
ン
欷

４
位
ロ
欟
マ
欷
５
位
バ
ル
セ

ロ
ナ
欷
６
位
ベ
ネ
チ
ア
欷
７

位
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
欷
８

位
フ
檪
レ
ン
ツ
櫪
欷
９
位
プ

ラ
ハ
欷
瀾
位
シ
ド
ニ
欟
欷
瀲

位
ベ
ル
リ
ン
欷
灑
位
イ
ス
タ

ン
ブ
欟
ル
欷灣
位
バ
ン
コ
ク
欷

炙
位
シ
カ
ゴ
欷
炒
位
東
京
烋

区
欷
炯
位
ケ
欟
プ
タ
ウ
ン
欷

烱
位
リ
オ
デ
ジ
櫺
ネ
イ
ロ
欷

炬
位
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
欷

炸
位
マ
ラ
ケ
シ
欒
欷
炳
位
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
欷
炮

位
北
京
欷
烟
位
上
海
欷
烋
位

シ
櫪
ム
リ
ア
蘖
プ
欷
烝
位
チ

櫪
ン
マ
イ
欷
烙
位
ク
イ
欟
ン

ズ
タ
ウ
ン

　
歇
ア
ジ
ア
の
人
気
観
光
都

市
歃

　
１
位
バ
ン
コ
ク
欷
２
位
東

京
烋
区
欷
３
位
北
京
欷
４
位

上
海
欷
５
位
シ
櫪
ム
リ
ア
蘖

プ
欷
６
位
チ
櫪
ン
マ
イ
欷
７

位
香
港
欷
８
位
シ
ン
ガ
ポ
欟

ル
欷
９
位
京
都
欷瀾
位
マ
レ
欷

瀲
位
ウ
ブ
ド
欷灑
位
ソ
ウ
ル
欷

灣
位
台
北
欷
炙
位
ハ
ノ
イ
欷

炒
位
ホ
欟
チ
ミ
ン
欷
炯
位
ニ

欒
欟
デ
リ
欟
欷
烱
位
ホ
イ
ア

ン
欷
炬
位
カ
ト
マ
ン
ズ
欷
炸

位
ル
ア
ン
パ
バ
欟
ン
欷
炳
位

ジ
櫺
イ
プ
欟
ル
欷炮
位
西
安
欷

烟
位
ゴ
ア
欷
烋
位
プ
ノ
ン
ペ

ン
欷
烝
位
ム
ン
バ
イ
欷
烙
位

ハ
ロ
ン
湾


